
金尾山城跡（大里郡寄居町） 築城年代：天文元年（１５３２年）、築城者：藤田重利

　　　　　　この右手が金尾山城跡のある金尾山で「つつじ公園」となっている





　　　　　　　正面の階段から登って行こう/こちらは金尾山城跡の南面になる





　　　前方に説明板が立っている





　　　　　　金尾山城跡は要害山城跡とも呼ばれる



　　　　天皇皇后両陛下の「御手植樹」の碑も立っている



　さて、ここを直登して行けば金尾山城跡へ辿り着きそうだが、一度元へ戻って左手（西面）から登ってみよう



　　　　　　　これは西側から金尾山城跡を見たところ



この道路は金尾山城の堀切の部分に造られたらしい/道路の右側は出郭のエリアだったらしい（現在は長瀞CCの敷地となっている）



　　さて、こちらから金尾山城跡へ登る



　　　　正面の看板は（公社）埼玉県緑化促進会の環境緑化整備事業の看板



　　　　　　　ここを進んでみる



　　この先で右手に折れて登ってみる



　　すると平場がある/ここは次の縄張り図の郭４のようだ



　　　　　「縄張り図」/赤丸印が現在地/上が北方向

←竪堀１

　郭１→
←郭２

　竪堀２→ ←郭３

　竪堀３→

　郭４→

　郭５→

　郭６→

　郭７→

埼玉県立嵐山史跡の博物館発行「比企の中世・再発見」より



　　今登って来た山道を振り返る/これは下の縄張り図の竪堀３に繋がっているようだ



　郭４から山頂の郭１方向を見たところ



　　　　　　ここの左手から竪堀３が斜面を下っている



　　　右手（東方向）を見たところ/こちらはつつじ公園の遊歩道になっているようだ



　その遊歩道から西方向を見たところ/この先に竪堀３がある



　　これは南方向を見下ろしたところでベンチのある辺りが先程の郭４で、その先は郭５～７となっている



　　　　　　　少し退いて見たところ/この部分は郭４とこの上にある郭３との土橋にあたるようだ/左手に折れる道は遊歩道



　　　ここから東方向を見るとこのレベルにもつつじ公園の遊歩道がある/左手の階段は郭３への登り口



　　　振り返って西方向を見たところ



　山頂方向を見上げると東屋が見える



　　　　　　階段を登るとここが郭３/更に上方に展望台が見えるがそこが郭１



郭３にある東屋



そこから見た景色/南東方向を見たところで左手に花園城跡、花園御岳城跡が見える



左手を見たところ/次の写真はアップで見たところ
　　　↓ 　　　　　↓



　　 　　花園御岳城跡  花園城跡
　↓ 　　　↓



　　　　　　東屋越しに山頂にある展望台を見たところ



　　　　　こちらの階段からその展望台まで登って行く



　左手の斜面を見るとこのような石積みの名残りが散見される





　　この展望台のあるところが郭１









　　　これが南東方向の「鉢形城跡・東京方面」/左手に見える小山に花園城跡、花園御岳城跡がある



右手下を見ると先程の郭３にある東屋が見える/東屋と左手のベンチとの間の窪んだところが竪堀状となっており、ここを境に郭３
と郭２（ベンチ側）になっているようだ



　　　　　左手下を見ると郭２にある愛宕神社が見える





　　これは西方向の「宝登山・秩父方面」/左手の山の向こうが藤田氏が築いた天神山城跡の方向のようだ



　　登って来た階段の反対にある階段のところから見た郭１



　　　　　これは愛宕神社のある郭２から見上げた郭１



　　　　　この愛宕神社があるところが郭２/左端に見える東屋のところは郭３



　愛宕神社/左手に説明板が立っている



　　　　　振り返って見たところ



　　これは覆堂



　　　これが社殿ということになる



　　金尾山城（要害山城）の城主は金尾弥兵衛であり、天文元年（1532年）に藤田左衛門佐重利が築城したこと、今でも土塁・縦空堀り・馬出しなどの遺構が
　　みられること、山麓の伝蔵院が金尾弥兵衛の館跡であること、二の曲輪に城の守護神として祠堂である愛宕神社が建立されたことなどが記されている



　　もう一度郭２から郭３方向（東側から西方向）を見たところ



　　　　　　ここで振り返って東方向を見る/ここは虎口であったのであろうか



　　　　その虎口の辺りから郭２方向を見ると右手に堀跡のような窪みがある



　　こんな感じ



堀跡のような窪みを反対から見たところ



　　郭２から郭１を見上げたところ



　　　　　　山頂の郭１から下に見えた郭２と郭３との間の竪堀状の窪みの辺りから郭２を見たところ



　　　　これが竪堀状の窪み/あるいは堀切であろうか



　　こんな感じ



　　　その下は斜面となっている



その斜面に下りて東屋を見上げたところ



　これは郭１を見上げたところ/やはり窪みは竪堀（あるいは堀切）の名残りであろうか



　　さて、もう一度最初に登って来た郭４を見下ろしたところ



　郭４に下りる



　　そこから振り返って郭１方向（北方向）を見上げたところ



　振り返って南方向を見たところ/この先は一段低くなっている



この一段低くなったところは郭５のようだ/西方向を見たところ



　　郭５から郭１方向を見たところ



　　南側はこの先更に下がっている



　　　　　　もう一段小さな平場があってその向こうは急峻な斜面となっているようだ/この平場が郭６なのか、すると郭７は？



　　　　　　さて、これは東側から遠景で金尾山を見たところで矢印のところに郭１の展望台が見える
　　↓



　　アップで見たところ
↓



ところで、ここは金尾氏の館跡があったという伝蔵院というお寺/ここのすぐ右手が金尾山城跡のある金尾山



　　正面が金尾山伝蔵院の本堂/左手前の石碑は「日本二体梵字板碑」だそうだ



　　ここが「金尾弥兵衛居館跡」ということが記されている



　境内を横から見たところ/左手が本堂



　　これは本堂の裏手を見たところ
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